一般社団法人古代日本の癒し普及協会　会員規約　

第１条　定義　
この規約は、一般社団法人古代日本の癒し普及協会（以下「当協会」という）会員について必要な事項を定める。

第２条　当協会の目的　
当協会は、古代文字を使った気功治療、その他日本の伝統療法など古代からの知恵を活かした療術を広く正しく普及することを目的とする。

第３条　当協会の活動
当協会は、前条の目的を達するために、次の各号の活動をするものとする。
(1) 古代文字気功治療を実施
(2) 古代文字気功治療普及に関わる各種講座の開催
(3) 古代文字に関わる各種講座の開催
(4) 古代文字検定試験の実施
(5) 古代文字関連グッズ、健康器具、健康食品の企画開発および販売
(6) その他、日本の伝統法など古代からの知恵を活かした療術の普及
(7) 会員の諸活動及び学習活動の支援
(8) その他当協会の目的を達成するために必要な事業

第４条　入会　
１．入会資格は、当協会が主催する古代文字気功治療師養成講座の修了生及び当協会が特に指導員として認めた者に付与する。
２．入会を希望する者は、本規約に同意の上、入会申込書の提出等所定の入会手続きを行い、当協会の承認を得た上で、第７条に定める入会登録事務手数料及び年会費（以下「会費等」という。）を支払う。
３．当協会が前項の会費等の入金を確認した日を入会日とする。

第５条　登録の不承認
当協会は、次の各号に該当する場合、入会を承認しないことができる。
(1) 当協会の趣旨に賛同していないと認める事由があるとき。
(2) 過去に本規約またはその他当協会の規定に違反しことを理由として除名を受けた者であるとき。
(3) 第４条の入会申込書の記載事項に、虚偽記載または記入漏れがあるとき。
(4) その他前各号に準ずる場合で、当協会が入会を適当でないと判断したとき。

第６条　会員　
会員は、以下の３種とする。
(1) プロ会員
本業であると副業であるとを問わず、「古代文字気功治療」もしくは当協会または片野貴夫のアイディアで行う施術やサービスで収入を得る者。
(2) 一般会員
（１）に該当しない会員。
(3) 古代癒しヒーリングツール指導員
セルフォ、カムロギ・カムロミうず気功等、特化した科目において所定の指導を受け、別枠にて指導員として認められた者。なお、プロ会員は、この資格も有するものとするが、特化した科目において所定の指導を受けた時に有効となる。一般会員は、特化した科目において所定の指導を受けたうえで、所定の手続きを経て付加することができる。

第７条　入会金と会費　
１．入会登録事務手数料は、5,000円とする（登録費、認定証等を含む）。
２．年会費は次の通りとする
（プロ会員）15,000円
（一般会員）6,000円
（古代癒しヒーリングツール指導員）9,000円
なお、一般会員が古代癒しヒーリングツール指導員を兼ねるときの年会費は9,000円とする。
３．当協会の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日とする。
４．年度の途中で入会するときは、年会費の12分の１に、入会した日の属する月から当該年度末である３月までの月数をかけた金額を、入会時に支払うものとする。

第８条　更新　
毎年４月１日を更新日とし、前年度の３月２５日までに、次年度の年会費を当協会に支払う。

第９条　権利　
会員における権利ならび特典については別に定める。

第10条　義務　
会員は次の義務を負う。
(1) 本協会の会費等を納入する。
(2) プロ会員は、別に定めた課題を、定めた期日までに履行する。
(3) 会員の登録事項に変更が生じたときは、所定の方法により変更の手続きを行う。
(4) 本規約及び倫理規程等の当会の規定を遵守する。

第11条　当協会からの通知
当協会が、会員に対して、メール・郵送・電話・ファックスその他適宜な手段により通知したときは、会員に対する有効な意思表示がなされたものとみなす。

第12条　退会　
１．会員は、各月25日までに、当協会に対し、退会申込書を提出することによって、同月末日に退会することができる。
２．会員が、第８条の更新手続をしないときは、退会したとみなす。
３．前２項の場合。納付された会費等は、年度途中の退会であっても返還しないものとする。
[bookmark: _GoBack]４．退会後、当協会のサービスの提供を受けるには、再度、第４条に規定する入会申込みの手続きを行う。該当する講座の再履修が必要かどうかは当協会で判断する。

第13条　資格喪失
１．会員は、次の各号に該当したとき、会員資格を喪失するものとする。
(1) 会員の死亡。
(2) 当協会の解散。
２．前項の場合、納入済みの会費等は、返還しないものとする。

第14条　除名
１．当協会は、会員が次の各号に該当したと認められるとき、会員資格を喪失するものとする。
(1) 当協会の名誉を傷つける行為または品位を損なう行為があった認められるとき。
(2) 法令または公序料俗に反する行為があったと認められるとき。
(3) 本規約及びその他当協会の規定に反する行為があったと認められるとき。
(4) その他当協会が除名することが適当と認められる事由があったとき。 
２．前項の場合、納入済みの会費等は、返還しないものとする。

第15条 権利帰属
１．当協会が提供するサービスに含まれるノウハウ、著作権その他の知的所有権は、すべて当協会に帰属するものとし、会員はこれを無断で利用することはできない。
２．会員は、当協会の事前の承認なしに、テキスト、文書、様式等当協会から提供されるあらゆる形のコンテンツの一部または全部を複製、転載、改変、編集、翻訳、送信等することはできない。
３．前２項は、会員資格喪失後であっても適用されるものとする。

第16条　規約の改定
当協会は、任意に本規約及び当協会の規定等の改定を行うことができる。この場合、当協会は、改定日の20日前までにメールまたは書面によって全会員に告知するものとし、改定日をもって、改定された規約及び当協会の規定等の効力は全会員に及ぶものとする。

